
静岡県こどもの国の構想と地学景観

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-06-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 和田, 秀樹

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025346URL



66号 (1992)

和田秀樹ネ

ど さtした こどもの (仮称)

可T

o l.叩

山麓の

のような施設ができるかは し亙カヨ、

は、個人的に家族と の場としても、また
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るO そのキャッチプレーズは、、森、水、

としては、約200ヘクタールの用

1を参照)。、静間県こどもの国庁は、

を守り森を育てる、 (3)地形の特色
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を生かす、 (4)水の導入、 (5)富士山と愛鷹山の景観、 (6)鳥、動物、生物の保護について、 (7)新しい魅力

った指針に示されているように、自然の地形や動植物を、できるだけ自然のまま

テーマのなかに取り入れて行こうとしている O ただしは)については、富士山麓全体の溶岩やスコリア

等の多い地質から、流水が殆ど得られないため、もし作るとすれば、地下水を汲み上げることになり、

自然環境の保全の観点からは好ましいことではない。

こどもの隠は、いくつかのゾ

マとしている O 森の

を向
口ンあるいは小田と呼ばれる枠組みがなされ、

草原の園、野の園、水の

とをつくりだす、

との触れ合いなどである O 地の土lliの

っきりした段階でまもうすこしについては、を、大地の造形を通して行うとしている O

に触れ、トンネ山の広大な裾野で、日本のシンボル、た、紹介したい。
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こどもの国建設予定地について

l図に示されるように、富士山麓、と愛鷹山麓が接する地域に当たり、標高800メートノレから930

メートルまで、高度差 130メートルである O 地形は北に向かつてなだらかに高度を増し、所々に

塚による高まりが見られる O

予定地のほとんどは新富士火山の溶岩流の上に位置し、津屋 (1968)の地質図からは、 SW1、SW5

の溶岩流が区別される O 西の端には、浅黄塚溶岩流が流下しており、ちょうどその末端部が見られる

ことになる O 地形的には溶岩塚になっており、なだらかな膨らみが見られる oSW1溶岩は山頂方向か

ら流下し、勢子辻において愛鷹山麓に突き当たり、流下方向を南西に変えて SSW4という溶岩流

うように流れ、 している O

山麓の尾根が西に張り出しており、この尾根の北側の平坦

な土地には、 (製紙スラッジ) されたことがあり、 は一部排水が悪

くなり、湿地帯となっている O

前にも述べたように、この計画は現在基本計画策定中であり、今後環境調査@用地調査@地形測量@

地下水調査などが行われる予定である O 現在ほど多くの人が開発と環境保全の講和に関心のある時代

はかつてないと思われる o 21世紀に向けての大規模な施設だけに、自然環境との調和のとれた施設作

りとして注目される O
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